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郭沫若（1892 年― 1978 年）の文学作品、歴史研究、古代文字研究のほとんど











2009 年、岡山県立美術館において「日中友好の懸橋――郭沫若展」（6 月－ 8
月）が開幕した。この展示会は日中友好を促進するために開催された。一方、郭
沫若（1892 － 1987）は、岡山と深い繋がりをもった人物である。1914 年に留学




























手紙の日付は 1956 年（昭和 31 年）3 月 11 日とある。「去年」とは昭和 30 年
のこと。この年、郭沫若は日本学術会議の招請に応じ、中国科学代表団団長とし



































































年（昭和 57 年）岡山高島屋「大中国展 郭沫若遺墨展」と前述の 2009 年、岡
山県立美術館「日中友好の懸橋――郭沫若展」とにおいてである。二度の展示会
は、27年隔たっている。筆者が目にしたのは第二回の展示会ということになる。















会に出品した。この展示会は 5 月 13 日から 18 日まで。郭沫若の手紙は、三木
氏に送ってから 26 年後に世に公開された最初である。しかし展示期間は 6 日間
と短期間であったため、あまり人々に注目されなかったようである。
三木氏から中西氏への提供について、もう一つの記述がある。昭和 58年（1983
年）8 月 6 日「朝日新聞」掲載「日中架け橋へ新たな資料 貧しさに負けるな」







れたのか。吉備路文学館は、昭和 61 年（1986 年）に中国銀行が設立した文化施
設である。当時、中国銀行の頭取である守分勉氏は文化、芸術にも多大な関心を
もち、岡山日中友好協会の役員も務めておられた。中西寛治氏と共に日中友好協
会の活動を推進していた。吉備路文学館開設の際、中西氏から岡山ゆかりの中国
文学者郭沫若の三木清氏宛書簡とハンカチーフを吉備路文学館に移蔵した。この
書簡が初めて展示されてから 4年後のことである。
郭沫若が訪日した昭和 30 年は、まだ日本と中国は国交を回復していなかった
時期で、日中交流は民間レベルでしかできなかった。その中で、郭沫若は様々な
形で両国の交流を模索していた。昭和 30 年の訪日もその模索の一環である。彼
と三木清の交流はほんの小さな出来事であったかもしれない。しかしこのような
些細な出来事を通して、互いに対する理解が深まっていく。昭和 47 年に日中国
交正常化が実現し、今日まで至っている。日中両国民の努力がひとつひとつ積み
重なって、いまの友好関係を支えてきたと言える。そういう意味で、ここに見る
郭沫若の書簡、郭沫若と三木清の交流は、日中両国の友好関係を支えてきた礎の
一つを担うものと言えるのではないか。
現在、中国の北京郭沫若記念館で『郭沫若全集』補編の編纂が進められ、全
集に漏れた作品、文章、書簡を収集してきた。三木清宛のこの書信も収録される
ことになった。また、間もなく出版される『郭沫若書法集』にも収録されるよう
になり、郭沫若の遺墨としても歴史にその足跡を留めることになる。
三木清宛書簡を調査する際に、吉備路文学館にご協力をいただきました。こ
こに謝意を表す。
（ふじた りな・教授）
